平成１７年８月２１日【都立晴海総合高校にて】

東京都教員採用試験二次試験の概要（記憶をたよりに書いています）

午前組だったため、朝８：３０集合。私の教室は８０人入っていた。９時まで事務報告や書類の確認などが行われました。９：４０より集団活動から開始です。

1 集団活動

５～６人一組。私のグループは一人欠席の５人で、A～Eに割り振られました。
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上記のような席順。相手のことは割り当てられた英字で呼び合う。

【テーマ】保護者が子どもを入学させたくなるような魅力的な中学校づくりの構想と、そのPR方法について。

· 具体的なプラン案とPR方法について考えること。

· 制限時間は４０分

〔各自課題の把握〕

課題を各自考えられるように５分時間が与えられる。メモをしてもOK。

〔話し合い開始〕

開始の合図があってから１０秒くらい口火をきれる者がおらず沈黙続く。

A：では私から述べさせて頂きます。私は、部活動の盛んな中学校はやはり魅力があると思います。（以下省略）

C：はい、同じく…（Aとだいたい同じ意見）

E：はい、同じく…（Aとだいたい同じ意見）

D：私は少し違う視点から考えたのですが、子どもたちが将来の夢や職業観を持てるような機会が充実する中学校作りがいいと思います。（以下省略）視点が保護者になってないかもと反省。
B：私も、職業体験のような体験学習の充実には賛成です。また、視点が保護者であるとのことなので、「面倒見のよい学校づくり」を考えたいと思います。人材が充実していること、安全面が優れていること…（以下省略）Bの方は現役の高校教師らしく、言葉の使い方、話のもっていきかたがとても落ち着いていてしっかりしていました。
とても穏やかに話し合いが進められていました。時たま沈黙にもなりましたが、男性陣Ａ・Ｂさんが全体的に引っ張ってくれていた気がします。

○具体的プランについて　・体験学習は、２，３日という短い時間で終わらせるのではなく、３年間を通してじっくりと子どもが学び体験できるプログラム作り（Ｄ意見）、

・体験担当教員の設置（Ｂ意見）、部活動に関しては、各部へのコーチの設置（Ｂ意見）

○ＰＲ方法について　　　・インターネットの充実（Ｃ意見）、風紀の改善

　　などの意見がでました。話がいろいろな方向に飛び、まとめきれなかったように思います。

〔各自の結論の発表〕

真ん中の教官がランダムに５人を指名します。（５分間）初めに考えた自分の意見と、話し合いの中でどのように考えが変化したか、というところを含めて、と言われました。皆同じようなことを言っていたように思います。初め、部活動を強調していた３人は、体験学習についての考えをもてたこと、体験学習を強調していた２人は、部活動についての考えをもてたこと伝えていました。

ＰＲ活動について、他の人がどう言っていたか忘れましたが、私は、学校ＨＰのより一層の充実を言いました。子どもたちの体験記のようなものを掲載できたらいいのでは…なんて思いつき発言もしてしまいました。

〔教官より質疑応答〕

教官がランダムに受験者を指名します。４回くらい質問されている人もいれば、１回だけの人もいました。

私は３回質問されました。

①「コーチの導入と言われていますが、どのように人材を集めてくることができると思いますか」

　Ｄ：地域の中から、協力を集うことができれば一番良いかと思います。

　「地域の中に、部活を教えられる人がそういると思いますか」

　Ｄ：地域の中で集めることができなければ、教職員の友人知人といったつながりでボランティアをお願いすることはできるのではないでしょうか。ボランティアと言い切ってしまったことが現実を見ていなかったかもと後悔しました。

②「学校のＰＲという問題で教職員としてどのようなことができると思いますか」

　Ｄ：．．．私は地域や保護者の方が声を掛けやすい、身近に感じることのできる教師でありたいと思います。　今、学校公開が進んでいますが、私の母校でも、プール指導を公開しており私も何度か足を運んでいます。その際、校長先生やプール指導の先生が、気さくに声を掛けてくださいました。そのようなことがきかっけでいろいろなお話を先生方とできるようになったことがありました。地域の方が気兼ねなく相談事などを持ちかけられるような関係を築きたいです。

③「インターネットの充実とのことですが、こちらからの発信だけでなく、保護者の方から逆に発信できるようなシステムづくりなどはお考えですか」

　Ｃ：はい、匿名でもよいので、保護者の方が意見を書き込めるような場所をつくることはとてもよいと思います。

教官：匿名ですか？２チャンネルみたいじゃないですか（笑）同じ質問でＤさんいかがですか。

　Ｄ：はい、私も保護者の方を意見を発信できる掲示板のようなものがあったらいいと思ったのですが、教員が各々にメールアドレスをもち、保護者が各教員宛にメールを送ることができたらよいのではないかと思いました。かなり思いつきの発言をしてしまいました。また教員の仕事を増やしてしまうだけかも…。

以上が集団活動の概要です。総時間80分でした。

あまり質問をされなかった人が終わった後落ち込んでいましたが、質問の内容は、自分が始めからもっていた意見ではないが、最後のまとめで、他の人の意見に同調したことを言った人に、本当に自分の考えになっているかどうかを試すためにされているような感じがしました。

②個人面接

集団のあと、すぐに始まるグループもあれば１時間以上待たされるグループもあり。

私は３０分待ち程で始まりました。３０分間です。

教室の半分くらいの大きさの部屋に通される。
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まず、教官Aに面接表と指導案を３名分手渡しました。

〔教官Aより指導案についての質疑〕

· ４年生国語科「漢字の広場‐３年生で習った漢字‐」を取り上げました。

A：ではまず、この時間の評価の仕方について説明してください。

私：評価の観点は３点あげさせていただきました。【言語事項】ということで、感じを正確に読んだり書いたりできているかどうか、【書くこと】ということで、ふれあい祭り会場で人々がしていること、という目的に応じた適切な文章が書けているかどうか、そして【関心・意欲・態度】ということで、漢字を興味をもって集め、親しみながら文章を書いているかどうか、という点をあげています。書いてあることをそのまま読みました…。

A：そうですか。それでは、子どもたちは、漢字のどのようなところに難しさを感じていると思いますか。

私：音訓の読み方をたくさんもっている漢字や、細かい部分が複雑になっている漢字に難しさを覚え、なかなか普段の生活に積極的に使うことができないのだと思います。

A：そうですか。それでは、今回の指導案を作成するにあたり、工夫したところなどあったら教えてください。

私：教科書の絵を模造紙に拡大コピーし、クラスで絵を共有できるようにしたことと、漢字カードをつくったことです。

A：そうですか。では、ご自身の好きなところどこでもよいので、実際にやってみてください。

私：では、導入の部分をやらせて頂きます。（立ち上がり）よろしいでしょうか。

　　「　はい、では国語の授業を始めます。教科書の４３ページを開いてください。そこには、みんなが三年生のときに習った漢字がたくさん載っています。……。」

　　その後、拡大コピーした模造紙を黒板に張る振りをして、導入の発問を発した時点で教官に止められました。ほんの１分くらい。子どもとのからみやら、セリフやら考えてきたのがほとんど意味がありませんでした。

〔教官Bより教育観についての質疑〕

B：まず、志望動機を教えてください。

私：大学四年間を通し教育学に触れる中で、教育の大切さを学んできました。そして大学四年のときに、小学校の時の恩師に、「興味があるなら一度見学してみれば」との誘いを受け、恩師が当時勤務していたクラスを見学したことが直接的なきっかけでした。子どもたちの明るさや素直さに触れ、こちらが元気付けられる思いがしました。教師の仕事に興味があったた私でしたが、このような子どもたちを目の当たりににし、「教師としてやっていきたい」との気持ちが湧いてきました。面接表に書いたとおり話しました。だらだら話してしまった気がします。反省です。

B：子どもというのは、昔から明るくて素直なものです。むしろ、今の子どもたちの中には、そうではない、いろいろと問題を起こす子どもが増えてきているのが現状です。あなたは、そのことについてどう思いますか。

私：はい、実際見学に行った恩師のクラスでも、いじめがありましたし、問題を抱えている子どもがいました。恩師の話で、愛情をいっぱいに受けて育てられた子というのは、問題行動を起こすことがないし、間違いないんです、と教えて頂いたことがありました。その学校は、親と一緒に生活することができない、施設に住んでいる子が多く通ってくる学校で、問題を起こす子というのはほとんどがその施設から通ってくる子どもであるとの現状を知り、たいへん悲しく思いました。

B：では、あなたはそのような子どもたちを受け持ったとき、どうのような対応をしていきますか。

私：はい、休み時間を利用し一緒に遊んだり、子どもが考えていることや感じていることを多く聞けるように、いつも子どもの側にいる教師でありたいと思います。

B：しかし、今の実情として、そのような希望をもって入ってくる先生も多いが、事務処理などの忙しさがあって、そこまで手が回っていない方がほとんどなのです。どう思いますか。

私：はい、そのような話はチラホラ耳にすることはあります。特に１年目となると事務処理にかける時間は多くかかってしまうと思います。しかし、子どもと一緒にいる時間をなるべく設けていきたいと思っていますので、放課後や、土日などを利用して、最大限努力していきたいと思います。

B：そうはいっても、今の若い先生はせっかく教壇にたっても、３ヶ月足らずで挫折してしまう方がとても多いのです。あなたはこの現状どうしてだと思いますか。

私：そうですねぇ．．．．．．子どもが好きで、子どもと一緒の時間を過ごせると理想を持って入ってきても、実際の事務的な忙しさなど、教師になる前の情報不足により現実とのギャップに挫折してしまうのではないでしょうか。しかし、私は今までに困難を乗り越えてきた経験もありますし、私の長所は前向きなところだと思っています。思うようにいかないことがあっても、頑張って生きたいと思います。

B：そうですか、では、どんな難しい場面に突き当たっても、辞めずに頑張っていけますか。

私：はい、あります。（声のトーンをあげて答えました）

〔教官Cより面接表にそった質疑〕

C：あなたは明るい性格ですか。

私：はい。

C：あなたは実行力はありますか。

私：はい。

C：クラブ活動ではどのようなことを教えられますか

私：バドミントンと器械運動が一番得意なので、生かしていきたいと思います。

C：障害者施設のボランティアをされているようですね。そのこともあってか身障学級も希望されていますが、これはどうしてですか。

私：友人が障害者施設で働いていまして、その手伝いを何度かさせてもらいました。その友人から、「障害をもった人でも、その個性を認め、一人の人間として尊重していくことで、相手も自分たちを信頼してくれるし、落ち着いた生活を送ることができるんです」という話を聞き、障害をもった子どもも健常の子も同じなんだ、という考えをもつようになったからです。

C：それでも、身障学級を受け持つということはそれなりのスキルが必要になってくると思います。特に通常の学級でも、ADHDなど、軽度の障害をもつ子というのが増えています。あなたは、学級の中のそのような子どもをどのように対応しますか。

私：はい、私はこの９月から、母校の方でADHDの子がいるクラスの教員強化のボランティアをする機会を頂いております。この機会を十分活用し、そのような子どもへの対応をこれから学んでいきたいと思っております。

C：そうですか、学生ボランティアですか。最近よく聞きますね。

　　運動は得意のようですね。

私：はい、運動は得意です。

C：お友達は多いほうですか。

私：はい、多いほうだと思います。

C：では最後に一分程度で自己PRをしてください。

私：はい。私はこの４月まで食品会社で三年間勤務をしてきました…（省略）私の長所は、一度掲げた目標に対し、諦めずコツコツと努力を積み重ねていくところと、失敗があってもそれを次には必ず成功に変えていこうとする前向きな姿勢だと思います。その点を武器に、いつも笑顔をモットーに…以上です。

C：はい、笑顔をモットーにとのことだけど、今日は笑顔が少なかったですね、緊張していたのかな。

私：はい。（ここで初めて自然な笑顔が出ました．．．。）

C：では、これで終わります。

〔感想〕

· 自己PR参考書に書いてあったので、３分で練習していましたが、実際１分でした。自己PRがなかった人もいたようです。このような時を考え、省く箇所を考えておいたのはよかったです。

· やはり緊張で、落ち着いて自分を客観的に見られるような余裕はなく、目の動きとか、手の動き、ハキハキと話せていたのかわからず不安です。

· 笑顔はいざとなると出にくいものだと思いました。

· 話は手短にと教えていただいてはいたのですが、予想しない難しい質問がきたときはつい、だらだら話してしまったことが反省です。

· いざとなれば、なにかしらの答えが出てくるものだなと思いました。

· ひるまず、答えられたことは良かったかなと思います。

· 討論の話の進め方（どのタイミングでどのような意見を言えば、話が前に進むのかなど）が最後まで分からず、話し合いに貢献できたかどうかがたいへん不安です。

